
評価項目等 能登町立柳田小学校
通し
番号

今年度の重点項目 担当者 評価規準・評価の観点 具体的な取組 実現状況の達成度判断基準
時期・

評価材料
取組の成果と今後の改善策 学校評価

1

①児童にとって「楽しい」「なる
ほど」「分かった」など、実感で
きる授業を展開することで、自ら
学びへと向かう力を高める。

研究主任
授業の導入で興味を持たせる課
題を与えている。

・外部講師からの学
び
・授業づくりの創意
工夫

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート2,
3
保護者アンケート
2
職員アンケート 1

82.6
85.1
76.8
69.7

B
78.6

・児童が興味や問題意欲をもてるような
導入や展開の工夫をし、課題から改善策
を考え、すぐに実践に生かすなど、日々
研究を重ねている。
・「学力向上プラン」の周知徹底と共通
実践につとめていきたい。

2
②教師自身が児童と共に学ぶこと
の楽しさを味わえる授業を大切に
し、より良い授業を追求する。

研究主任
教材研究を充実し、進んで学習
する子の育成に努めている。

・教材研究の充実 アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート 4
職員アンケート
2,3

77.2
78.8
63.6

B
73.2

・国語科を中心に研究を進める中で、そ
の他の教科においても、各自教材研究を
充実させることができた。今後も毎月の
校内研修をもとに改善点について全職員
で考え実践を積み重ねていくようにす
る。

3
③教師一人一人が授業力を向上さ
せる校内研修の充実を図る。

研究主任
GIGA推進教師

『模擬授業』『研究授業』
「GIGA研修」等により，授業力
の向上が図られている。

・授業力向上に向け
ての校内研修の充実
・GIGA校内研修の充
実
・外部講師招聘の研
修会

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満 児童アンケート 4

職員アンケート 4
77.2
81.8

B
79.5

・研究授業は、計画的に行うことができ
た。PDCAサイクルを意識した授業研究が行
えている。今後は、さらに質を高めるため
に、本時の授業を中心に研究を進める体制
を整えていきたい。
・毎月1回のGIGA校内研修を計画的に行い、
実践紹介や使い方の共通理解を図ることが
できた。

4
①柳田小授業ルールの徹底や、話
し方・聞き方・つなぐワードの指
導を共通実践する。

研究主任
漢字テスト・計算テストにおい
て、全児童が合格をめざし努力
している。

・家庭学習時間
・自学ノート
・漢字テスト
・計算テスト
　　　　　など

アンケートの『肯定的な評価』の割合と漢字
テスト・計算テストに合格した児童の割合
Ａ：90％以上
Ｂ：70％以上90％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート 6
職員アンケート 5
保護者アンケート
3

88.0
92.6
63.4

B
81.3

・漢字、計算コンテストともに、練習期
間をしっかりと設けることにより、児童
の達成感へとつながった。
・全児童の合格を目指し、どの学年も再
テストや個別指導を最後まで熱心に取り
組んだ。

5

②読書体験を充実させることで、
語彙の知識、思考、判断、表現、
感動の注入や蓄積を図り、感性を
豊かにする。

図書館担当
読書の時間において、集中し、
かつ楽しみながら読書活動の推
進が図られている。

・朝読書の充実
・家庭読書の実施
・図書室の利用

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート 7
職員アンケート 6

67.0
70.4

C
68.7

・図書室の本の貸し出し冊数は昨年度の今頃と比べ
て増えた。読書ファイルへの書き込みを徹底し、児
童自身がどのくらい本を読んでいるか自覚できるよ
うにする。図書便りを定期的に発行したり、新刊を
定期的に入荷したりして、本への興味を高められる
ようにする。

6
③週末日記、名文暗唱等をするこ
とを通して、自分の語彙を増やし
豊かな表現ができるようにする。

研究主任
週末日記、名文暗唱等に積極的
に取り組み、豊かな表現を吸収
できるように努めている。

・毎月の名文暗唱
・言葉のスケッチ
・行事作文

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
8,9
職員アンケート
7,8

76.8
86.6
70.4
75.0

B
77.2

・継続して週末作文に取り組んできた。
2学期は、自分の思いを書いたものをも
とに、スピーチにつなげることでより豊
かな表現ができるようにしていきたい。
・名文暗唱は、豊かな文章表現に触れ合
うきかっけとなっている。

7
①自分の夢や目標をもち、その実
現に向かって努力し続けることの
大切さを実感させる。

生徒指導主事
自分に良いところがあると感じ
ることができ、一生懸命になれ
ることがあると感じている。

・係り活動
・個々の良さを引き
出す役割分担

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
10
保護者アンケート
5
職員アンケート 9

87.3
79.7
83.3

B
83.4

概ね肯定的な評価が出来ているが，今後は自己有用感を
味わわせるように以下の3点に留意したい。
・達成感を味わえるように，スモールステップ自分に
あった目標を立てられるように指導する。
・一生懸命取り組んでいる姿を見つけ，認める。
・振り返りの場面で自分の成長に気づかせる。

8
②教育活動全般を通して必ず一人
一人に活躍の場を設け、自己有用
感を実感させる。

道徳推進教師

道徳の授業を充実させること
で、自他の存在を大切にしよう
とする行為や意識を高めてい
る。

・道徳教育の充実
・学級活動の充実
・体験活動の充実

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
11
保護者アンケート
4
職員アンケート
10

79.3
73.9
74.1

B
75.8

・年度当初の校内研や、研究授業を通して
道徳授業の共通理解を図ることができた。
・全教育活動を通じて道徳教育は行われて
いることを意識する。定期的に道徳別葉に
て教科や行事との関連を確認しながら、道
徳的実践に関する声かけや指導を意識して
行っていく。

9

③地域の人や自然、伝統行事を学
ぶ機会を設け、その良さや素晴ら
しさに触れて「感動」を味わうこ
とで、心を豊かにし、地域に誇り
と愛着が持てるようにする。

教務主任

児童は，地域行事や地域の各種
団体との交流等の体験活動等を
通して，他とのかかわりを意識
し，地域のよさを感じ取り，規
範意識や郷土愛を深めている。

・地域行事への参加
呼びかけ、地域への
学校支援依頼

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
12,13
保護者アンケート
7,8
職員アンケート
11,12

82.2
77.9
68.1
60.9
84.6
75.8

B
74.9

・それぞれの学年で、地域の人から学ぶ機
会を設けることができた。
・年間指導計画で位置づけられた学習内容
と照らし合わせて、さらに深める際に、地
域の人や自然、伝統行事に明るい人をゲス
トテーチャーとして迎え、その想いや願い
を児童に伝え、その様子を通信で家庭や地
域に伝える。

10
①家庭と連携した安全教育・健康
教育を推進し、心身ともに健康な
児童を育成する。

安全教育担当
養護教諭
保健主事

学校保健委員会の開催を通し
て、ノー画面デーなど、児童の
安全面や健康面に努めている。

・ノー画面デー
・ＡＥＤ講習会
・プール当番
・非行被害防止講座

・学校保健委員会

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
15,16
保護者アンケート
10,12

83.3
79.0
70.7
50.0

B
70.8

・保護者アンケートの「テレビやゲーム、パソコンは
時間を守ってしている」の達成度が50.0％と低い。生
活リズムの乱れにつながる場合も多いため、睡眠や心
の健康、メディアリテラシー、生徒指導等、様々な事
柄と関連させ指導していく必要がある。
・取組を保護者に還元するとともに、保護者の理解・
協力が得られるよう、保護者を巻き込んだノー画面
チャレンジの在り方を検討する必要がある。

11
②「早寝・早起き・朝ご飯」の生
活リズムと、自律した生活習慣に
努める。

保健担当

学校保健目標のもと、睡眠や食
生活など健康な生活に関する意
識を高め、規則正しい生活習慣
を身につける。

・年間を通じた体
力・運動能力づくり

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
14
保護者アンケート9
職員アンケート 13

81.2
66.7
72.2

B
73.4

・児童と保護者アンケートから、早寝、
早起き、朝ごはんの意識にズレがある。
生活アンケートで児童の生活習慣の実態
を的確に把握するとともに、担任や栄養
教諭と連携して指導に努めていきたい。

12

③ 「スポチャレいしかわ」「いし
かわっ子駅伝」等に積極的に参加
し、自身の目標に挑戦・努力し、
やり遂げることで生まれる達成感
を味わうことができるようにす
る。

体育担当

「スポチャレいしかわ」の取組
が計画的に行われている。「マ
ラソン大会」「水泳」「なわと
び大会」「いしかわっ子駅伝」
の参加を通して様々な記録に挑
戦している。

・町や県の大会への
積極的な参加

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート
17,18
保護者アンケート
11
職員アンケート
14,15

84.8
87.0
70.3
56.7
84.6

B
76.7

「スポチャレ石川」の記録を登録していないクラ
スがある。その対応として，体育の授業で取り組
むだけでなく，学級活動の時間に取り組み，学級
づくりの一つとして取り組むようにする。
「水泳」は意欲的に取り組んでいた。「マラソン
大会」，「なわとび大会」も意欲的に取り組むよ
う，言葉かけをしていきたい。

13
①注意深く児童を観察し、児童の
変化に気づくことでいじめ・不登
校の未然防止に努める。

教務主任
特別支援教育コー
ディネーター
生徒指導主事

児童理解の会を行い、共通理解
と共通指導の徹底に努めてい
る。

・児童の状況の的確
な把握と、それに基
づいた適切な指導

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート1,19
 保護者アンケート
1,13
 職員アンケート 1,9

85.9
92.4
86.2
81.9
69.7
83.3

B
83.2

・なかよしアンケートを毎月取り、児童
の実態把握に努めた。
・なかよしアンケートを毎月実施し，そ
の都度必要な児童と面談したことで，問
題を未然に防げていることが多かった。
アンケートの結果を職員で共有すること
で組織対応できるようにしいる。

14
②風通しの良い学校づくりを行
い、悪い情報ほど報連相し合える
体制をつくる。

教頭
教務主任

教職員間だけでなく、児童や保
護者にとっても相談しやすい雰
囲気づくりに努めている。

・定期的な服務規律
の研修
・信頼関係づくりス
キル

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

児童アンケート21
保護者アンケート14
職員アンケート24

84.1
83.3
76.9

B
81.4

・日頃から職員間でコミュニケーションを
とり、小さなことでも話しやすい雰囲気を
作っている。今後も風通しの良い職員室づ
くりに努めていく。

15
③環境整備と計画的な訓練を行
い、危機管理マニュアルの定期的
な確認と見直しをする。

教頭
教務主任
保健主事
安全教育担当

児童が生活する場の施設・設備
について教育環境が整備されて
いる。

・安全点検
・清掃活動
・避難訓練の充実
・アレルギーへの対
応

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
18
職員アンケート
16, 18

85.1
83.3

B
84.2

・計画通りに避難訓練をすることができ
た。毎年確認するためにも、訓練を実施し
ていく。
・先の地震の際に，避難経路を見直した。
今後も適宜改善できるものはしていきた
い。

16
①地域の声や、保護者の思いを大
切に受けとめ、教育活動にいかし
ていく。

教頭
保護者・地域・学校が力を合わ
せて教育活動に取り組んでい
る。

・除草作業
・資源回収
・ＰＴＡ役員会等，

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
15
職員アンケート
19

81.9
76.9

B
79.4

・PTA役員会やアンケート等で、保護者
の声を聞き、可能な限り実現するように
している。今後も保護者や地域の声を反
映させていくようにする。

17
②地域の人材・素材を活用・教材
化し、地域の教育力を生かした教
育課程を編成し実践する。

教頭
教務主任

地域の素材を元に，学習活動を
行ったり，地域の人材を活用し
たりして，地域の教育力を積極
的に活用している。

・地域の方をゲスト
ティーチャーに招い
た道徳の授業

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
16
職員アンケート
20

84.4
66.7

B
75.6

・計画に基づき、各学年で地域人材
を活用しながら取り組むことができ
た。今度も地域との連携を意識しな
がら、教育活動を進めていく。

18
③学校公開、授業参観を定期的に
行い、保護者・地域に開かれた学
校づくりを行う。

教頭

HPの更新，学校だよりや学級だ
よりの定期的な発行等、学校公
開、授業参観を通して、日々の
教育活動を保護者や地域に伝え
ている。

・地域・保護者を対
象とした公開授業
・各種お便りの定期
的発行、ホームペー
ジの更新による情報
発信

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

保護者アンケート
17,19
職員アンケート
21

84.8
89.5
77.8

B
84.0

・HPのこまめな更新、学校・学級便りの
定期的な発行や授業参観等を計画通り実
施することができた。今後も日々の教育
活動を保護者や地域に伝え、開かれた学
校づくりを積極的に行っていく。

19
①前例踏襲することなく、効率化
や改善を意識して日々の業務に取
り組む。

教頭
教務主任

働き方改革を意識して、実施し
ている。

・定時退校日や定時
退校時間の設定
・校務分掌の複数体
制化

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

職員アンケート
25 73.8

B
73.8

・職員会議の進め方等、短時間で会議が進むよう
になった。今後も校務分掌の効率化を考えた取組
体制を持ち、働き方改革を意識して取り組んでい
くようにする。

20
②学校運営への参画意識を高揚
し、全職員が一丸となて協働する
体制づくりをする。

教務主任
教頭

各担当を中心にそれぞれの項目
の結果に基づいた、指導改善策
が示され、組織的に取組が行わ
れている。

・学校評価の結果を
生かした学校運営

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

職員アンケート
22 78.6

B
78.6

・各担当を中心に参画し、昨年度の振り
返りの課題点を基に改善策を示し、組織
的に取り組むことができた。今後も校務
分掌が効率的に行われるような体制づく
りに努める。

21
③YSS（若プロ研修）を活性化し、
若手もベテランも人間力と同時に
学校力を高める。

教頭
教務主任

様々な行事、教材研究等におい
て、学び合い、教え合うことで
それぞれの良さを吸収してい
る。

・職員同士の関わり
合いを大切にした
「学び合い」の充実

アンケートの『肯定的な評価』の割合
Ａ：85％以上
Ｂ：70％以上85％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

職員アンケート
23 82.1

B
82.1

・年間計画を示し、全職員で学ぶ姿勢を持ち、研
修を設定した。夏休みには動画を4本視聴すること
で、集中して研修できた。今後も行事を見なが
ら、計画を基にYSSの時間をとり、学校力を高めて
いく。

B
83.3％

A
87.5％

A
91.7％

B
79.2％

５
家
庭

、
地
域
と
の
連
携

６
働
き
方
改
革
と

、
組
織
力
の
向
上

自己評価

B
83.3％

【

創
意
工
夫
の
あ
る
授
業
づ
く
り
】

【

授
業
を
支
え
る
学
習
基
盤
の
充
実
】

B
79.2％

B
79.2％

令和４年度　学校評価表

評価項目

１
学
力
の
向
上

２
豊
か
な
心
の
育
成

３
体
力
・
生
活
習
慣
の
向
上

４
安
心
安
全
な
学
校


